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茨城県猟友会東部支部
涸沼自然公園でヤマドリの放鳥を実施
茨城県
涸沼自

3/1
（日）

　茨城県猟友会が主催する放鳥事業が県内各地で実施
され、町内では茨城県猟友会東部支部により、鳥獣保
護区である涸沼自然公園において、ヤマドリ10羽が放鳥
されました。本事業はヤマドリの個体数の維持を図る
ため、鳥獣保護に基づく事業の一環として実施されて
おり、町内でのヤマドリ放鳥は今回が初めての取り組
みになります。

　令和２年第１回茨城町議会定例会において、令和２
年３月24日任期満了に伴う茨城町選挙管理委員会委員
の改選が行われました。
　委員長選挙の結果、次のとおり決定しました。
　茨城町の公正・公平で明るい選挙の実現に向けて、
より一層の活躍を期待します。

茨城町選挙管理委員会
選挙管理委員会委員が決定
茨城町
選挙管

3/25
（水）

常陽銀行長岡支店
小学校新１年生へ防犯ブザー寄贈

みになります。

常陽銀
小学校

3/30
（月）

　町内の小学校新１年生の安全を守るため、㈱常陽銀行
長岡支店長から、防犯ブザー250個が寄贈されました。
　そのほか、次のとおり児童生徒へ向けて寄贈があり
ました。ありがとうございました。

　町内産春メロンの初出荷を祝うセレモニーがJA水戸
城之内集出荷所において開催されました。
　昨年の台風の影響で栽培環境の準備が遅れるなど生
育への影響が心配されましたが、今年も糖度15度以上
の春メロン147箱が初出荷されました。
　今回出荷された春メロンは、オトメメロンという品
種で、緑色の果肉ですっきりとした甘みが特徴です。
　メロン生産量全国1位の茨城県の中で、茨城町は春
メロンを県内で一番早く出荷する産地です。ぜひご賞
味ください。

春メロンが初出荷を迎えました
相田幸夫さん（JA水戸茨城町メロン部会）
春メロン県内出荷一番乗り

春メロ
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3/25
（水）

緑川委員　入之内委員長　金井委員　海老沢委員長代理

役　職
委　員　長
委員長代理
委　　　員
委　　　員

　　　　氏　　　名（敬称略）
入之内　　　勇（前　田）
海老沢　　　衛（駒　場）
金　井　春　夫（奥　谷）
緑　川　正　行（小　幡）

寄付者（敬称略，順不同） 寄付物品 指定使途
茨城県トヨタグループ
茨城県石油商業組合
全国共済農業協同組合連合会　茨城県本部
㈱みずほフィナンシャルグループ
損害保険ジャパン日本興亜㈱
明治安田生命保険相互会社
第一生命保険㈱

水戸地区交通安全協会

日本マクドナルド㈱
水戸地区交通安全協会茨城支部
茨城町交通安全母の会
茨城町交通安全母の会

集金連絡袋
クリアファイル
交通安全帽子

黄色いワッペン

安全笛
反射たすき

反射ステッカー

児童・生徒

新小学1年生

中学校全学年

新小学2年生

「交通安全」ランドセルカバー
かいておぼえる「あいうえお」ひょう

相田 幸夫さん
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尽力された功績をたたえ
町村会民間自治功労者表彰
尽力さ
町村会

2/19
（水）

　長洲さらさん（現在大戸小６年）が、小林宣夫町長を
表敬訪問し、令和元年12月に開催された「第１回アジ
アキッズアスレチックス交流大会 in マカオ」に日本選
抜チームとして参加し、準優勝したことを報告しまし
た。今大会は、「走・跳・投」を中心とした子ども向け
陸上競技。やり投げやハードル走など７種目で競い、５
か国９チームが参加しました。

第１回アジアキッズアスレチックス交流大会 in マカオ
日本選抜チーム　長洲さらさん　準優勝
第１回ア
日本選

2/28
（金）

茨城町聴覚障害者協会
手話奉仕員養成講座（入門課程）閉講式
茨城町
手話奉

1/31
（金）

　茨城町聴覚障害者協会は、町駒場庁舎において、令
和元年度茨城町手話奉仕員養成講座（入門課程）閉講
式を行いました。受講生は、手話による「スピーチ」
と「手話劇」を表現豊かに行い、１年間の受講の成果
を発表しました。
　その後の閉講式では、10人の受講生が厚生労働省認
定手話奉仕員養成カリキュラム入門課程を修了され、
修了証書が授与されました。
　修了された受講生は、令和２年度から基礎課程へと
進んでいくことになります。
　受講生は、申込み当初は初心者でしたが積極的に講
師の方と手話で話し、聴覚に障がいのある方に対する
理解を深めました。

　茨城県市町村会館において、令和元年度町村会自治
功労者表彰式（主催：茨城県町村会）が行われ、県内各町
村の発展に顕著な功績のあった方々が表彰されました。
　町からは、関根敏政さん（写真左）と上田準さん（写真
右）の２人が、民間自治功労者として表彰されました。
　関根さんは、平成22年度から、年間約20基の防犯
灯を町内各所に毎年設置し、現在に至るまで230基を
超える防犯灯を寄付するなど、地域住民が安心して快
適に生活できる環境づくりに尽力されています。
　上田さんは、44年間の永きにわたり、（一財）茨城
県交通安全協会水戸地区交通安全協会茨城支部の会員
として、交通安全運動に取り組まれるなど、地域の交
通安全に大きく貢献されました。

　社会福祉法人茨城補正会は、安心して暮らせる地域
づくりとして、まちづくりセミナー「～逃げっぺ・
守っぺ・備えっぺ～みんなで考える茨城町防災会議」
を町総合福祉センター「ゆうゆう館」において開催し
ました。
　会議では専門家による講演が行われ、区長や民生委
員・児童委員など多くの方が、防災に対する普段から
の備えの重要性や避難するときには、地域の方々で支
え合う大切さを学びました。

防災について考える
茨城町防災会議を開催カオ

優勝

理解を深めました

防災に
茨城町

２/16
（日）
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